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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・本日　八戸納涼会17:30～20:00　場所：古民家前の広場
・医療福祉学会　演題募集について

抄録締め切り：9/15（土）、8/31（金）までに一度SGMへ提出

・お盆期間、物流が止まる可能性があるため、消耗品の発注は早めにするようにしてください。

· 診療情報・個人情報等管理委員会より

個人情報漏洩防止のための巡視結果を掲示するので、各自確認をして下さい。
・8月16日付けで異動者・本採用者の公示が出ているので、各自で確認して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜研修案内＞

・看護グループ内研修　8/7（火）17:15～17:45　場所：病院　3階　会議室

テーマ：「救急対応」　講師：相馬SGM

⇒年1回参加しなければいけない研修なので、必ず研修するようにしてください。

日勤者：紫葉、鳥谷部、三國、工藤、佐々木

・8/8（金）19：00～ADHDに関する研修　場所：パークホテル

· 看護グループ内研修　8/24日（金）　17：15～17：45　場所：2階　会議室
· テーマ：「レセプト関連」　講師：神TOL

・院内研修　　　8/22日（水）、23日（木）17:30～18:30　場　所：メンタル3階会議室
　テーマ：｢精神保健・障害者総合支援法（行動制限）｣　講　師：西舘　翔子ＰＳW
＜各種締切＞

・8/10 7月経過記録

・8月中　LASMI等の評価、転倒転落アセスメント

＜青陽館利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊様～本日分までの薬の空包は全て揃っており、本日の昼食後薬も忘れずに持

参している。ここ数日は寒い為か、長袖の服の上にベストを着用している。居眠りはなく、プログラムへ参加している。午後からも参加状況を確認していく。

・高阪　博英様～本人より電話があり、本日は三沢病院の循環器内科受診の為欠席と連絡がある。体調は大丈夫と話す。仕事先にも入院していた事を伝えているとの事で配達を2件程行ったりと無理のない範囲で仕事をしていると話す。8/10（金）来所予定であるため、体調や生活上の留意点など確認していく。

・繁名　和恵様～グループホーム世話人より情報提供がある。朝の訪問時、モヤっとした表情であり、「疲れた。デイケアに行きたくない。」と話しており、世話人からデイケアでの入浴を勧めると、無言だったとの事。デイケアでは不調はなく、表情穏やかであり、洗濯や入浴をすると話している事を世話人へ伝えている。

・根地戸　恵様～普段は交流が多い、デイケア利用者様（田端　香織様）の事を「嫌い。」「苦手。」などスタッフへ話している。誤って田端様がぶつかった際に「痛いんだけど。」と語気を強める事がある。トラブルにならないように注意していく。

・磯島　貴広様～おば様が体調を崩してから、見舞の為の遅刻や知人に会う等で欠席が多くなっている。身体障がい者用トイレに長く籠もり、歩いていたりと精神症状の変化の可能性がある。帰りのミーティングの最後の挨拶を数分前に言い、走って帰る事があり何度も介入しているが、聞き入れない様子がある。訪問看護からの情報では自宅では母様の手伝いなどして、過　　ごせているという。精神症状の観察をしていく。

・櫻川　貞二　様～最近、息子様の送迎で来所する事が続いている。出来るだけ仕事の都合を付けているとの事だが、本人様から年金を無心しているのではないかと疑いがある為、金銭面の不安はないか息子様へ確認していく。

デイナイトケア

・鈴木　真知子様～トイレなどの立ち歩きはあるが、概ね落ち着いて過ごしている。しかし、無断外出のリスクはある為所在確認、見守りは徹底していく。

・岩城　敏夫　様～青風荘から情報提供がある。昨夜、洗濯物を乾燥機から取り出す際に、

　　　　　　　　　他者の物が混入しており「俺のじゃない。」とゴミ箱へ捨てている。

　　　　　　　　　取り忘れたのではないかと伝えるが、「誰かかが入れた。」と怒っていたとの事。デイナイトケアでは穏やかに過ごしている。

・倉石　ヨシエ様～青風荘からの情報で、本人からの不調はないが、排便が3日間ないとの事。排便状況を観察していく。

ナイトケア

・村上　元道　様～夕食時間前に、お腹が空いているいるため夕食を食べ始めて良いかをスタッフに何度も聞いている。スタッフが、まだ、夕食時間前であることと、他のメンバーがまだ食べていない時間に自分だけ食べる食べ始めるのかを聞くと、スタッフの言葉を受け入れ、他のメンバーと共に時間通りに夕食を摂っている。その後、明確な理由を話さずに、ナイトケアを欠席する日や、早く帰る日などをスタッフに伝えており、理由を確認すると詳細を話さずに、「担当スタッフと話し合っているから」と話し、詳細について話すことはない。

・下妻　康貴　様～3日（金）に特定利用者に一方的に話し掛けられる為、席を離れる事が出来ないと話しており、本日も特定利用者から話し掛けられている。時々、スタッフや他の利用者と冗談を交えて会話をしており、特定利用者へも、口調は穏やかに返答している。時間終了まで高校野球を見て落ち着いて過ごしている。

＜8月の行事について＞

・8/10（金）納涼会の説明している。タイムスケジュールに沿って運営していく。

· 不明な点は、担当者（馬場・三國・工藤・柴崎）へ確認して下さい。

・8/13（月）祝日プログラム：デイケア⇒映画・カラオケ・ゲーム等レクリエーション

　　　　　　　　　　　　　　デイナイト⇒流しソバ・ゼリー作り

・8/14（火）祝日プログラム：デイケア⇒流しソバ・ゼリー作り

· デイケアは出欠表をホワイトボードへ掲示して、参加状況やソバの購入数を検討する。

· 昼食は各自で持参かノースネバーランドへ頼むようにミーティングで伝える。

· 流しそばで牛乳パックを使用する為、協力お願いします。

＜月報入力について＞

・入力ミスが多い為、作成について確認しています。

・日誌を見て、稼動状況を確認し実施日に二重丸を付ける。

・スタッフの配置人数によって稼動状況が変わる為、ナイトケアは注意が必要。

・男女比や年齢区分が間違っている事がある為、確認する。

・感染状況の入力も忘れずに行う。

・処方数を入力する。　

・先月分の数字を写し忘れないようにする。

・利用延べ数を入力すると、平均利用者数と一日平均が自動で表示される。

・新規利用者と退所者の月日と氏名の入力を忘れずに行う。

＜日誌の入力について＞　　

最近誤字・脱字出欠の間違いが非常に多く、印刷のし直しが目立ちます。これでは、仕事の管理が甘く、後からやる仕事が増えて皆さんの労力の無駄になります。
・登録以外のアルバイトの医師などは、日誌に氏名を記入できない為、SGMかJGMへ相談するように。　

・早期加算の管理の漏れ⇒翌月の日誌を作成する際に、日誌の欠席理由を入力する箇所へいつまでと記載する。カレンダーにメモをする。

・減算（一年以上の入院がなく、週4回以上利用の方対象）

　⇒紙の法の出席簿に４日目●にする。＊最終的には複数で確認する。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（関　秀治様）

実施日：H30年5月14日（月）13：30～14：00

　　　　　　担当：戸賀沢

	氏名
	関　秀治
	性別
	男
	年齢
	40
	生年月日
	S53年3月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法・精神療法を継続して行い、症状の安定・日常生活能力の維持向上を図っていく。

	本人希望
	現在の生活を維持したい

	入院歴
	計　1　回（最終：Ｈ14年11月5日～Ｈ16年2月16日）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H16年4月6日～現在（週2回/火、木曜日）
ナイトケア：H19年9月4日～現在（週2回/水、金曜日）

	その他サービス利用
	グループホーム「あおめ」入所

地域活動支援センター「青明舎」（不定期）
パンションリビエラにて掃除の仕事をパートで行っている。

月・水・金・土　各2時間　

	住居：グループホーム　あおめ
時々、頭痛あり、そっとしておいてほしい。

まじめ：適当、サボりは出来ない。
	家族構成：両親、兄一人と姉二人
実家：十和田市で酪農



	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	自立支援医療：上限2500円

	備考：事例検討に必要な情報を記載
H14年8月頃より、情緒不安定、被害妄想､幻聴､易怒性が出現。車の運転が荒くなることや粗暴行為が顕著となり､H14.10.11当院を初診。症状増悪の為H14.11.5当院へ入院。入院中、転棟など環境の変化で体調を崩すことがあったH16.2.16退院後､生活訓練施設｢青山荘｣へ入所となり､外来通院･精神科デイケアの利用を継続。H16年6月に同施設を退所となり､グループホーム「あおめ」へ入所。以後当院への外来通院(1回/週)､精神科リハビリテーション施設の利用(デイケア：毎火･木、ナイトケア：毎月･水)､就労訓練を継続している。

周囲に対する緊張感や自分の気持ちを上手く伝えられない面がある。一度、周囲との関わりの中でストレスとなり、不安となったことがある。初めての場面では、緊張感が高いが、最後まで自発的に取り組む。ややがんばりすぎて、疲労感が高くなることがある。自己評価が低く、自信がもてない。
時々、頭痛あり、そっとしておいてほしい。

まじめ：適当、サボりは出来ない。




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、グループホームで安定した共同生活維持が出来る
	①病状や生活の管理ができるようになる。
	①-2体調の変化や疲労に気づき、対処することができる。
	①-1不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。

	
	
	①-2自分自身で判断しながら行動できるようになる。


	①-2デイケアでの活動や掃除を自分で判断して行なえるようになる。スタッフは本人の取り組み状況を確認し、出来ている点は評価していく。出来ていない点は、本人の考えを聞きながら取り組みやすい実施方法を具体的に考えていき、実践を促していく。

	
	②食事の偏りなく摂取できるようになる。
	②バランスの良い食事を摂取し、目標体重80㎏を目指す。
	②食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①-2体調の変化や疲労に気づき、対処することができる。
	・頭痛についてはスタッフからの声掛けにて、「ある時もあるが、原因は分かっているので見ないようにしている。」と話している。頭痛が起こっても長く続くことは無いとの事。その他の不調についても、スタッフの声掛けに対し「大丈夫です」と話し、自ら訴えてくることはない。

・疲労感については、「少しありますけど大丈夫です」と話し、休日を利用し、解消していると話している。
・環境の変化で体調を崩すことあり。7/22新しいグループホームに引っ越しをし、やや気分高揚が見られている。
	・不調や疲労感については自分から報告することが少なく、表情や居眠り等を観察し、必要と思われるときはスタッフから声掛けしていく。
・やや気分高揚が見られており、体調の変化や病状悪化に気付く事が出来るように観察し、関わっていく。

	①-2自分自身で判断しながら行動できるようになる。


	・デイケア利用日は、朝の運動プログラムがレクダンスの日であり、自らセッティングや片付けをし、また始める前にテレビ前ホールに声掛けし、手本としてみんなの前で踊っている。
・調理実習などでは、周りの様子をみて助言することもあるが、流しにたまった容器等を自ら洗いはじめることもある。

・青明舎や青陽館スタッフに分からないことについて、自ら声掛けしてくることは出来ている｡
・また部屋の片づけが上手く出来ず散らかっている状態と世話人より情報提供がある。
	・スタッフの声掛けに「部屋が片付いていない」と話すため、グループホーム世話人に話し、部屋を見てもらい助言してもらったり、一緒に片づけを手伝ってもらうことも考えるように声掛けする。また世話人に情報提供していく。

	②バランスの良い食事を摂取し、目標体重80㎏を目指す。
	・持参の食事はカップ麺や市販の弁当の時もあるが、自炊内容は「野菜を摂るように心掛けています。」と本人も自覚しており、野菜や蛋白質等バランス良く入っている。しかし主食の炭水化物が多めであることが多い。体重が85kgを前後している。
・どうしても空腹が我慢できないときがあり、朝食前等に食パン3枚を1度に食べることがあるとの事。
・年末年始に帰省し1月の体重が86㎏と前月比＋4㎏である。一時減ることもあったが徐々に増量しており、8月88.8㎏。
	・体重が増加傾向にある時は、食材や、食パン以外にどんな間食・買い物をしているか、把握し、対応を検討していく。
また、声掛けすることで、改善策を見出し、方法を変更出来るように関わっていく。今年度になり、徐々に体重増加傾向であり、検血を主治医に打診していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、グループホームで安定した共同生活維持が出来る。


	①病状や生活の管理ができるようになる。
	①-2体調の変化や疲労に気づき、対処することができる。
	①-1不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。

	
	
	①-2自分自身で判断しながら行動できるようになる。


	①-2デイケアでの活動や掃除を自分で判断して行なえるようになる。スタッフは本人の取り組み状況を確認し、出来ている点は評価していく。出来ていない点は、本人の考えを聞きながら取り組みやすい実施方法を具体的に考えていき、実践を促していく。

	
	②半年で0.5～1㎏の減量することが出来る。
	②バランスの良い食事を摂取し、間食を減らすことが出来る。
	②炭水化物や間食の内容と量を減らしていくことが出来る。職員は炭水化物や間食の内容と量を確認し、バランスの良い食事が摂れるように助言する。


